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①



②

項 目 チムニ２５１
チムニ２５１

グレー
チムニ２５１
シルバー

外観（目視） 黒色液体 濃灰色液体 銀色液体

粘度（KU/25℃） ９３±３ ８４ ８１

比重（25℃） １.３０±０.０５ １.４９ １.１４

加熱残分（％） ７０±３ ７２.０ ５１.４

備考 実測値 実測値



③

＜基材＞
ＳＰＣＣ－ＳＤ（150×70×1t m/m）
＜素地調整＞
ブラスト処理
＜塗装方法＞
エアスプレー
＜複合膜作製＞
塗料配合：ベース／硬化剤＝８０／２０（重量比）

下塗り ﾁﾑﾆ251黒 ２回

上塗り ﾁﾑﾆ251ｼﾙﾊﾞｰ １回

６０～７０

焼成条件
膜厚

（μｍ／１回）
塗装回数

３回

100℃×20min
常温

×１ｈ以上

中間乾燥

（時間）

ｼﾙﾊﾞｰ

使用塗料

各色の塗料

（下・上塗共通）

塗膜外観

黒（従来品）

ｸﾞﾚｰ

3．塗膜性能評価方法
3．1．塗板作製条件



④
3．2．耐酸性試験（１０％硫酸浸漬試験）

＜評価方法＞
チムニ２５１を塗布した塗板を１０％硫酸に３０００時間浸漬させ、
塗板への腐食の有無を確認する。（室温下：約20℃）

＜評価基準＞
腐食等無きこと



⑤

耐食性試験（塩水噴霧試験）
＜評価方法＞
チムニ２５１を塗布した塗板上にクロスカットをいれ、塩水噴霧器
により耐食性試験を行う。（300時間）

＜評価基準＞
カット部以外：ワレ・フクレ、発錆等無きこと
カット部 ：ワレ・フクレ、発錆等が、カット部から

片側 2mm(合計4mm)以内であること

塩水浸漬試験
＜評価方法＞
チムニ２５１を塗布した塗板を３％塩水に３週間浸漬させ、塗膜表面の変化
（フクレ・ハガレ等）の有無を確認する。（室温下：約20℃）
＜評価基準＞
フクレ・ハガレ等の異常無きこと

3.3.耐塩水性（耐食性および塩水浸漬試験）

ｸﾛｽｶｯﾄ



⑥

黒 グレー シルバー 他社品

外観 腐食なし 腐食なし 腐食なし 腐食あり

明度（Ｌ値） － － ７７．５→７５．５ ー

光沢（G） ６→６ ２４→２２ ６→４ １３→１１

膜厚（μm）
* － － １８７→１８７ ー

良好 良好 良好 良好

良好 良好 良好 良好

項目

耐酸性
（3000h）

塩水浸漬試験

耐食性

＊ 浸漬部分の６点平均

＜耐酸性（10%H2SO4浸漬 3000h）＞
チムニ２５１グレー及びシルバーの塗膜に目立った異常は見られていません。
他社品（３社）には腐食が見られました（ﾌﾞﾘｽﾀｰ発生、脱落等）。
試験は継続中。（～5000h）
＜耐食性（塩水噴霧試験 300h）＞
いずれの塗膜にも異常は見られませんでした。
＜塩水浸漬試験（3%NaClaq浸漬 3week）＞
いずれの塗膜にも異常は見られませんでした。



⑦

シルバー：腐食なし

〇社品：腐食あり

黒：腐食なし

グレー：腐食なし

試験前

試験前 試験前

試験前3000h

3000h 3000h

3000h



⑧

シルバー：異常なし

〇社品：異常なし

黒：異常なし

グレー：異常なし

試験前 300h

300h試験前 300h試験前

試験前 300h



⑨

シルバー：異常なし

〇社品：異常なし

黒：異常なし

グレー：異常なし

試験前 3%3week

3%3week試験前 3%3week試験前

試験前 3%3week


